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夏
本
番
、“
熱
中
症 

”に
要
注
意
！

熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
の
運
用
開
始

特集

　

６
月
に
入
り
、
こ
れ
か
ら
夏
本
番
で
す
。

近
年
で
は
、
気
温
が
35
℃
を
超
え
る
猛
暑
日

も
珍
し
く
な
く
な
っ
て
お
り
、
熱
中
症
に
よ

る
救
急
搬
送
者
数
や
死
者
数
は
年
々
増
加
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
熱
中
症
は
多
く
の
場

合
が
、
適
切
に
予
防
す
る
こ
と
で
発
症
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

気
象
情
報
を
し
っ
か
り
と
確
認
し
、
自
分
や

家
族
の
身
を
守
る
た
め
の
行
動
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
対
策
は
次
の
段
階
へ

　

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
は
、
危
険
な
暑
さ

が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
、
暑
さ
へ
の
気
付
き

を
促
し
熱
中
症
へ
の
警
戒
を
呼
び
か
け
る
も

の
で
す
。
熱
中
症
の
危
険
性
が
極
め
て
高
く

な
る
と
予
想
さ
れ
る
日
の
前
日
17
時
頃
ま
た

は
当
日
朝
５
時
頃
の
１
日
２
回
発
表
さ
れ
ま

す
。
今
年
の
４
月
か
ら
は
、
熱
中
症
警
戒
ア

ラ
ー
ト
の
一
段
階
上
の
「
熱
中
症
特
別
警
戒

ア
ラ
ー
ト
」
が
新
た
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

広
域
的
に
過
去
に
例
の
な
い
危
険
な
暑
さ
な

ど
に
よ
り
、
熱
中
症
救
急
搬
送
者
数
の
大
量

発
生
を
招
き
、
医
療
の
提
供
に
支
障
が
生
じ

る
よ
う
な
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
発
表
さ
れ
る

ア
ラ
ー
ト
で
あ
り
、
都
道
府
県
内
す
べ
て
の

い
っ
た
熱
中
症
予
防
行
動
を
と
り
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
の

発
表
時
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
熱
中
症
予
防

行
動
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
家
族
や
周
囲

の
人
々
に
よ
る
見
守
り
・
声
か
け
な
ど
の
共

助
や
公
助
が
重
要
で
す
。

一
番
の
対
策
は

　

熱
中
症
の
予
防
に
は
、
暑
さ
を
避
け
る
こ

と
が
最
も
重
要
で
す
。
不
要
不
急
の
外
出
は

で
き
る
だ
け
避
け
、
室
内
で
は
エ
ア
コ
ン
な

ど
を
適
切
に
使
用
し
て
部
屋
の
温
度
を
調
整

暑
さ
指
数
情
報
提
供
地
点
で
暑
さ
指
数
が
35

以
上
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
場
合
に
発
表
さ

れ
ま
す
。

暑
さ
指
数
と
は

　

こ
の
指
数
は
、
人
体
と
外
気
と
の
熱
の
や

り
と
り
（
熱
収
支
）
に
着
目
し
、
気
温
、
湿
度
、

日
射
・
輻ふ
く

射し
ゃ

、
風
の
要
素
を
も
と
に
算
出
す

る
指
標
と
し
て
、
特
に
労
働
や
運
動
時
の
熱

中
症
予
防
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
暑
さ
指

数
が
28
以
上
に
な
る
と
熱
中
症
の
救
急
搬
送

の
発
生
率
が
増
え
る
と
い
っ
た
分
析
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
厳
重
な
警
戒
が
必
要
で
す
。
外

出
時
は
炎
天
下
を
避
け
て
、
激
し
い
運
動
を

避
け
ま
し
ょ
う
。
31
以
上
に
な
る
と
危
険
な

暑
さ
と
な
り
ま
す
。

　

暑
さ
指
数
は
時
間
帯
や
場
所
に
よ
っ
て
大

き
く
異
な
る
た
め
、
身
の
回
り
の
暑
さ
指
数

を
環
境
省
熱
中
症
予
防
情
報
サ
イ
ト
や
環
境

省
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
な
ど
に
よ
っ

て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

実
践
で
き
る
予
防
行
動

　

熱
中
症
は
気
温
が
高
い
な
ど
の
環
境
下

で
、
体
内
に
熱
が
こ
も
っ
て
し
ま
う
こ
と
で

起
こ
り
ま
す
。
そ
う
な
る
前
に
予
防
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
こ
で
、
熱
中
症
警
戒
ア

し
ま
し
ょ
う
。
エ
ア
コ
ン
を
利
用
す
る
際
に

は
、
扇
風
機
や
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
併
用

し
て
室
内
の
空
気
を
循
環
さ
せ
る
と
、
冷
房

効
率
が
高
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

フ
ィ
ル
タ
ー
が
目
詰
ま
り
し
て
い
る
エ
ア
コ

ン
で
は
、
冷
房
の
効
果
が
下
が
り
無
駄
な
電

気
を
使
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
暑
く
な
る
季

節
に
入
る
前
に
は
エ
ア
コ
ン
の
試
運
転
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
２
週
間
に
一
度
エ
ア
コ
ン
の

フ
ィ
ル
タ
ー
掃
除
を
す
る
と
、
冷
房
効
率
が

良
く
な
り
、電
気
代
の
節
約
に
も
な
り
ま
す
。

　

特
に
注
意
し
て
欲
し
い
の

が
、
屋
内
に
い
る
高
齢
者
で
、

次
の
理
由
に
よ
り
熱
中
症
リ
ス

ク
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

①
体
内
の
水
分
が
不
足
し
が
ち

→
高
齢
者
は
若
年
者
よ
り
も
体

内
の
水
分
量
が
少
な
い
上
、

体
の
老
廃
物
を
排
出
す
る
際

に
た
く
さ
ん
の
尿
を
必
要
と

し
ま
す
。

②
暑
さ
に
対
す
る
感
覚
機
能
が

低
下

→
加
齢
に
よ
り
、
暑
さ
や
の
ど

の
渇
き
に
対
す
る
感
覚
が
鈍

く
な
り
ま
す
。

③
暑
さ
に
対
す
る
体
の
調
整
機

能
が
低
下

→
高
齢
者
は
体
に
熱
が
た
ま
り

や
す
く
、
暑
い
時
に
は
若
年

者
よ
り
も
循
環
器
系
へ
の
負

担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

下
記
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

に
注
意
し
て
、
熱
中
症
予
防
に

努
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ラ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
た
と
き
に
は
、
熱
中
症

を
防
ぐ
た
め
に
暑
さ
を
避
け
る
、
外
出
や
屋

高
齢
の
人
は
特
に
注
意
！

　

熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ
れ
た
人
の
半
数
以

上
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
（
総
務
省
消

防
庁
令
和
５
年
報
道
資
料
）
。
ま
た
、
小
さ

な
子
ど
も
や
体
調
不
良
の
人
、
肥
満
の
人
、

ふ
だ
ん
運
動
を
あ
ま
り
し
な
い
人
な
ど
は
熱

中
症
に
な
り
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

外
で
の
運
動
及
び
長
時
間
の
作
業
を
や
め
、

こ
ま
め
に
水
分
・
塩
分
の
補
給
を
す
る
と

夏
本
番
、
細
心
の
注
意
を

　

こ
れ
か
ら
真
夏
に
か
け
て
気
温
が
ど
ん
ど

ん
上
昇
し
て
き
ま
す
。
体
力
に
自
信
が
あ
る

人
も
油
断
は
禁
物
で
す
。
熱
中
症
へ
の
備
え

を
忘
れ
ず
に
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
外
出
時
に

は
し
っ
か
り
と
暑
さ
対
策
を
し
て
楽
し
い
夏

を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

出典：
厚生労働省「熱中症予防のために」
政府広報オンライン
(https://www.fdma.go.jp/
disaster/heatstroke/
items/r4/heatstroke_
geppou_202205-09.pdf)

2024.6月号 22024.6月号3



勝央町国民健康保険加入中の40歳以上の人へ

夏季特定健診を実施します

赤ちゃんと一緒にどうぞ！

ベビーマッサージとママケア参加者募集

令和６年度

保育園開放について

■問　税務住民部（医療班）　☎38-3115

■問　こども未来室　☎38-1192

■申■込■み・■問　各保育園

　今年度、税務住民部では国保に加入されている40歳以上の人を対象に、下記のとおり特定健診を実
施します。
　特定健診は単なるメタボ診断と思われがちですが、生活習慣病は自覚症状なく病気が進行し重症化す
ることもあります。勝央町では１万円程度かかる検査が負担金1,000円（70歳以上の人は500円）の
自己負担で受診できます。また、オプション検査で腫瘍マーカーなどの検査（希望者のみ・実費負担）
も可能です。
　「特定健診とか行ったことないなぁ」「個別健診はちょっと…」「早めに健康状態をチェックしたい」と
いう人はぜひこの機会に受診して、健康状態をチェックしましょう。
　詳しくは５月下旬にお送りする特定健診受診券が入った案内をご確認ください。

　こども未来室では、乳児の健やかな成長と産後のお母さんのケアを目的として「ベビーマッサージと
ママケア」事業を行っています。
　「ベビーマッサージ」とは、赤ちゃんとママ・パパのスキンシップの方法の１つです。一般的なコリを
ほぐすような大人向けのマッサージとは異なり、赤ちゃんの肌に直接触れることで、親子のコミュニケー
ションを図ることはもちろん、幸せホルモンと呼ばれる「オキシトシン」の分泌により、赤ちゃんだけ
でなく、ママやパパのストレスの軽減にもつながります。
　また「ママケア」では産後に起こりがちな肩こりや腰痛、頭痛などの体の不調を緩和するために、マッ
トを使った軽い運動で体の調子を整えることを目的としています。

保育園の園庭開放を今年度も町内各園で実施します。なお、今年度も園舎の中に入ることができる「園
開放」は実施せず、園庭を利用する「園庭開放」のみの実施とします。

news

お知らせ

news

お知らせ

news

お知らせ

実施保育園 実施日 申込期間

勝間田・植月・高取
保育園

６月５日㈬
５月29日㈬

～６月３日㈪

吉野・古吉野
保育園

６月12日㈬
６月５日㈬
～６月10日㈪

※いずれの実施日も10：00～11：00
※以降の実施日程は町のホームページか

らご確認ください。

　町内５保育園に入園していない町内に住所を有
している子ども及び保護者

　水筒・帽子・着替え（服・紙パンツなど）

　開催日の１週間～２日前までに参加希望の保育
園に申し込んでください。申込時に、参加する子
ども及び保護者の氏名・子どもの年齢・当日連絡
がつく電話番号を確認します。

・雨天の場合は、中止します。
・参加者が多くなる場合は、参加をお断りする場

合があります。
・当日は、参加前に必ず検温を行ってください。

風邪症状がある場合は、参加をご遠慮ください。

◆　実施日及び申込期間（直近分）　◆

◆　参加対象者　◆

◆　持参物　◆

◆　申込方法　◆

◆　その他　◆

・勝間田保育園　☎３８−２１７９　　　・植 月 保 育 園　☎３８−２３６６
・吉 野 保 育 園　☎３８−５０２５　　　・古吉野保育園　☎３８−２８３８
・高 取 保 育 園　☎３８−２６５５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◆　申込・問い合わせ先　◆

　７月28日㈰・29日㈪
　（受付）９：00～11：00
※事前予約が必要です。６月21日㈮までに税務

住民部医療班へお電話にてお申し込みくださ
い。

　１歳までの親子

お母さんのマッサージ中はスタッフ（町の職
員や愛育委員など）が赤ちゃんをお預かりし
ます。きょうだい連れの参加も大丈夫です。

　６月19日・７月17日・８月21日
　９月18日・11月20日・12月18日
　１月15日・２月19日・３月19日
※毎月第３水曜日
※いずれも10：00～11：30
※10月は開催がありません。

　総合保健福祉センター

事前申込・参加費不要
皆さん気分転換に

来てみてください♪

　勝央町公民館

　税務住民部医療班（平日８：30～17：00）

・汗拭きタオル
 ・飲み物
・バスタオル
・赤ちゃんに必要なもの（ミルク・おむつなど）

　町主催のがん検診を特定健診と一緒に受けたい
人は、10月実施予定の「集団けんしん」をご利
用ください。
※「集団けんしん」の詳細は、広報紙８月号に折

込予定のチラシをご確認ください。

◆　日時　◆

◆　対象者　◆◆　開催日時（予定）　◆

◆　場所　◆

◆　場所　◆

◆　予約先　◆

◆　持ち物　◆

◆　その他　◆

詳細HP 

個人情報保護のため、

ホームページ上では掲載しておりません。
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満１歳になるお子さんです。

笑 顔

１歳のお誕生日

　　　　おめでとう♪

　元気に大きくなってね！



　豊久田のどんどん市場は開業から６周年を迎

え、４月17日から20日までの４日間で「周年祭」

が開催されました。会場では日替わりの特売コー

ナーや近隣の飲食店などが出店するコーナーも設

置され、多くの来店者で連日賑わいました。

　また、20日にはステージイベントが行われ、

町内のダンスチーム「チャーミング♡ハート」な

ど各団体が演奏やダンスを披露し、会場は多くの

お客さんで熱気に包まれました。

　勝央北小学校の児童は５月16日、町内の田ん

ぼで田植えの体験授業に取り組みました。参加し

たのは５年生の児童37人で、田植えの方法は地

元の農業者や学校ボランティアなどが指導しまし

た。

　この授業は、食べ物がどのように栽培されて食

卓に並ぶのかといった、食への関心や理解を深め

ることを目的に毎年実施しているものです。

　当日は、気温が低く田んぼに裸足で入った児童

は水の冷たさに驚きながらも「冷たいし土がぬる

ぬるする」「カエルがおるでー」などと大きな声

を上げながら楽しそうに田植えをしていました。

　今回植えたのはもち米の「ヒメノモチ」という

品種で、秋に収穫を行った後、毎年恒例の「勝央

北小まつり」で餅つきを行って来場者にふるまわ

れます。

節目のイベント盛大に

心を込めて豊作を願う

どんどん市場周年祭

勝央北小児童が田植え体験

　５月13日、公民館などを会場に「勝央町サン

サン学園」が開講し、第１回講座が行われました。

これは、60歳以上の町内の人を対象に、生涯学

習の機会を提供するもので、今年度は合計９回の

講座が開かれます。

　今回は、受講者100人が開講式と町長を囲む

会の後「硬筆・ペン習字講座」「健康体操講座」

などの７つの講座に分かれて講師による指導を受

けました。

　10人の受講者が参加した「絵手紙講座」では、

イチゴやタケノコなどの旬のものを持ち寄り、ハ

ガキの裏面に思い思いの絵や言葉でカラフルな絵

手紙を制作しました。

　受講者の一人は「筆づかいなど難しさはある

が、参加した人同士の会話を含めて楽しい講座な

ので２年連続で参加した」と話され、活き活きと

筆を走らせていました。

　　４月20日、勝央文化ホールで令和６年度ス

ポーツ少年団入団式が行われ、新たに仲間が加わ

り、団員数は155人となりました。

　式では、勝央ボーイズ少年団の本
ほん

行
ぎょう

彩
さや

楓
か

さん

が「団の決まりを守り、心と体と技を鍛え勝央町

スポーツ少年団の名に恥じないよう、笑顔で精

いっぱい頑張ります」と言葉を述べ、式後は競技

ごとに分かれ、練習や試合に臨みました。

みんなで楽しく大人の学び

気持ち新たに努力を誓う

生涯学習講座「サンサン学園」開講

勝央町スポーツ少年団入団式

▲タマネギを題材にした作品

▲誓いの言葉を述べる本行さん

▲会場を盛り上げるステージイベントのようす

▲田植えを行う児童たち

粗大ごみ（一般家庭用）を収集します

■問　健康福祉部　☎38-7102

news

お知らせ

　勝央町では、７月７日㈰の環境美化の日に合わせて、

次のとおり粗大ごみを収集します。

■機械類やファンヒーター、ストーブなどの油は必ず抜き取ってください。
■会場内では、係員の指示に従ってください。（従っていただけない場合、入場をお断りすることがあり

ます）
■粗大ごみを車輌へ積み込む際は、あらかじめ積み下ろしがしやすいよう、分別をお願いいたします。（分

別を行わずに積み下ろしをされますと、会場内の混雑や事故の原因となります）
■会場からの粗大ごみの持ち出しを禁止します。会場内の交通の安全を確保するため、会場関係者及び

粗大ごみを捨てられる人以外の会場への立入を禁止します。

家電類（パソコン、テレビ、エアコン、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機、衣類乾燥機は除く）、
粗大鉄、家具類、プラスチック類、ビニール類、バッテリー、ガラス　など

収集品目

7月7日㈰

勝央苑　西側駐車場
９：00～15：00
※品目の重量などにより、金額が異なる場合があ

りますのでご了承ください。

手数料１品500円～

持ち込むことができないごみ

□　粗大ごみ（一斗缶の大きさ（縦：24㎝　横：24㎝　高さ：35㎝）以上の可燃・不燃・資源ごみ）
以外のごみ

□　45ℓの指定ごみ袋に入るサイズのランドセル・かばん（キャリーバッグ・ゴルフバッグなど
を除く）、靴など

　→各地区のごみステーションに出してください。
□　パソコン、テレビ、エアコン、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機
□　事業系粗大ごみ
□　自動車部品（バンパー、フロントライト、サイドミラー、座席など）、タイヤ
　→自動車販売店に相談してください
□　農業用廃ビニール・農業用機械・苗箱・畔シート・肥料袋などの農業用資材
□　瓦・レンガ・せっこうボード・スレート類
　→産業廃棄物処理業者に相談してください
□　プロパンガスのボンベ、消火器
　→取扱店に相談してください

バ
ッ
テ
リ
ー

陶
磁
器

ガ
ラ
ス

畳
粗
大
鉄

不
燃
類

布
団
・
毛
布

木

　材

マ
ッ
ト
類

自
転
車

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

家
電
類

出口

粗大ごみ収集会場
配置図

（勝央苑西側）

粗
大
ご
み
は
、

あ
ら
か
じ
め
分
別
を

し
て
ご
来
場
く
だ
さ
い 入口

受付

道路
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募
集

お知らせのページ

役場への電話・メール
総務部（☎38−3111）
　soumu

@town.shoo.okayama.jp

産業建設部
　農業・林業・農業委員会

（☎38−3112）
　sangyou

@town.shoo.okayama.jp

　土木・都市計画
（☎38−3113）

　kensetsu
@town.shoo.okayama.jp

税務住民部
　税　　務（☎38−3114）
　zeimu

@town.shoo.okayama.jp

　国　　保（☎38−3115）
　iryou

@town.shoo.okayama.jp

　戸籍・年金（☎38−3116）
　choumin

@town.shoo.okayama.jp

健康福祉部（☎38−7102）
　福　祉
　fukushi

@town.shoo.okayama.jp

　保健・環境
　kankyouhoken

@town.shoo.okayama.jp

上下水道部（☎38−3117）
　上　水
　suidou

@town.shoo.okayama.jp

　下　水
　gesuidou

@town.shoo.okayama.jp

出納室（☎38−1751）
　suitou

@town.shoo.okayama.jp

教育委員会 教育振興部
　学校教育（☎38−1752）
　gakuji

@town.shoo.okayama.jp

　社会教育（☎38−1753）
　syakaikyouiku

@town.shoo.okayama.jp

議会事務局（☎38−1754）
　gikai@town.shoo.okayama.jp

勝央町メール配信
サービス（防災・
行政情報など）

税
務
職
員

募
　
集

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
集
い

参
加
者
募
集

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

会
員
募
集

　

国
税
庁
で
は
、
税
務
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

採
用
試
験
の
募
集
要
項
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
受
験
資
格

①
令
和
６
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過
し
て

い
な
い
者
（
令
和
３
年
４
月
１

日
以
降
に
卒
業
し
た
者
が
該
当

す
る
。
）
及
び
令
和
７
年
３
月

ま
で
に
高
等
学
校
又
は
中
等
教

育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

者
②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準

ず
る
と
認
め
る
者

▼
試
験
の
程
度

　

高
校
卒
業
程
度

▼
申
込
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

▼
申
込
期
間

令
和
６
年
６
月
14
日
㈮
９
時
か

ら
６
月
26
日
㈬
ま
で

（
６
月
26
日
㈬
ま
で
に
申
込

デ
ー
タ
を
受
信
完
了
し
た
も
の

に
限
り
受
け
付
け
ま
す
）

申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p

s
:/

/
w

w
w

.jin
ji-

s
h
ik

e
n
.g

o
.jp

/ju
k
e
n
.h

tm
l

▼
第
1
次
試
験

・
試
験
日

　

令
和
６
年
９
月
１
日
㈰

・
試
験
地

人
事
院
中
国
事
務
局
が
管
轄
す

る
試
験
地
は
、
鳥
取
市
・
松
江

市
・
岡
山
市
・
広
島
市
・
山
口

市
・
試
験
種
目

基
礎
能
力
試
験
・
適
性
試
験
・

作
文
試
験

▼
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
請
求
・
問
い

合
わ
せ
先

〒
７
３
０
ー
８
５
２
１

広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
６
ー
30

広
島
国
税
局
総
務
部
人
事
第
二

課
試
験
研
修
係

☎
０
８
２
ー２

２
１
ー
９
２
１
１

（
内
線
３
７
４
３
・
３
６
３
５
）

ま
た
は
お
近
く
の
税
務
署
総
務

課
へ

　

サ
サ
ユ
リ
の
花
な
ど
を
見
て
散

策
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日　

時

　

６
月
８
日
㈯

　

８
時
45
分

▼
場　

所

　

下
町
川
公
会
堂

（
約
２
時
間
お
よ
そ
５
㎞
）

▼
コ
ー
ス

　

下
町
川
公
会
堂
を
出
発
し
、
サ

サ
ユ
リ
の
花
群
生
地
周
辺
を
散

策
し
ま
す
。

▼
持
参
物

　

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
思
い
出
（
ス
タ
ン
プ
を

押
し
ま
す
）
、
雨
模
様
の
場
合

は
雨
具
、
カ
メ
ラ
を
お
持
ち
の

人
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費

　

保
険
料
50
円

▼
そ
の
他

・
体
調
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
当
日
、
受
付
で
よ
り
詳
し
い

コ
ー
ス
図
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

勝
央
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
見
学
が
て
ら
、
ぜ
ひ
一
度

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
練
習
日
・
練
習
場
所

　

毎
週
火
・
木
曜
日
の
９
時
〜

　

勝
央
緑
地
運
動
公
園

※
ク
ラ
ブ
、
ボ
ー
ル
は
無
料
貸
出

※
高
校
生
以
下
は
土
日
で
も
可
能

▼
対　

象

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
に
興
味

の
あ
る
、
町
内
在
住
の
10
歳
以

上
の
人

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

勝
央
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会

　

☎
38
―
７
０
７
２

・
最
後
尾
は
車
で
ま
わ
り
ま
す
の

で
、
「
途
中
で
歩
け
な
く
な
っ

た
ら
」
な
ど
と
心
配
せ
ず
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・
親
子
連
れ
の
ご
参
加
も
大
歓
迎

で
す
。

※
日
程
は
変
更
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

※
天
候
に
応
じ
て
、
実
施
を
中
止

す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
中

止
の
場
合
は
、
防
災
無
線
に
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
集
合
場
所
が
分
か
ら
な
い
人

は
、
勝
央
町
公
民
館
に
８
時
15

分
ま
で
に
各
自
、
車
で
お
集
ま

り
く
だ
さ
い
。
ス
タ
ッ
フ
が
先

導
し
て
ご
案
内
し
ま
す
。

▼
主　

催

　

勝
央
町
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
会

▼
後　

援

　

い
き
い
き
金
太
郎
健
康
の
郷
づ

く
り
推
進
会
議

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
部

　

☎
38
―
７
１
０
２

　梅雨期は、天候不順に伴う交通渋滞や、視界
不良、スリップによる交通事故の危険が高まり
ます。次のことに特に注意して、安全運転を心
がけましょう。
①できるだけ公共交通機関を利用しましょう
②運転はゆとりをもって！

③視界はクリアに！
④ライトは早めに点灯しましょう
⑤心と車の状態をチェック！
⑥自転車の運転も十分注意して！
⑦反射材などで自分をアピール！

小山町訪問　参加者募集！
　勝央町では、金太郎こと坂田金時ゆかりの地として、静岡県駿東郡小山
町と姉妹縁組を締結しており、昨年、50周年の節目の年を迎えました。
　これを期に両町では、相互理解を図ることを目的に、町民がお互いのま
ちを訪問する事業を行っています。
　参加申込や詳細は、今月号の折込チラシやホームページ（右
記二次元コード）をご覧ください。
問い合わせ先
　総務部元気なまち推進室　☎38−3111

ぶ
ど
う
栽
培

お
た
め
し
研
修

　

勝
央
町
ぶ
ど
う
部
会
で
は
、
勝

央
町
で
ぶ
ど
う
栽
培
を
検
討
し
て

い
る
人
を
対
象
に
、
ぶ
ど
う
栽
培

お
た
め
し
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

▼
体
験
場
所

　

勝
央
町
内
の
ぶ
ど
う
園

▼
対
象
者

ぶ
ど
う
で
の
就
農
希
望
者

（
60
歳
未
満
）

▼
作
業
期
間

①
花
穂
整
形
な
ど

（
５
月
下
旬
〜
６
月
上
旬
）

②
袋
掛
け
な
ど

（
６
月
下
旬
〜
７
月
上
旬
）

③
収
穫
・
箱
詰
な
ど

（
８
月
中
旬
〜
10
月
中
旬
）

④
せ
ん
定
な
ど

（
２
月
上
旬
〜
下
旬
）

※
生
育
状
況
に
よ
り
、
作
業
内
容

が
変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

▼
参
加
費
用　

無
料

▼
応
募
方
法
（
①
、
②
い
ず
れ
か
）

①
申
込
フ
ォ
ー
ム

②
電
話
（
☎
38
ー
３
１
３
４
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山
勝
央
ア
グ

リ
セ
ン
タ
ー

　

☎
38
ー
３
１
３
４

狩
猟
免
許
試
験
の

受
験
者
募
集

放
送
大
学

入
学
生
募
集

　

岡
山
県
で
は
、
新
た
に
狩
猟
免

許
を
取
得
さ
れ
る
人
を
対
象
と
し

た
、
狩
猟
免
許
試
験
の
受
験
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

試
験
は
、
６
月
か
ら
12
月
に
か

け
て
県
内
の
６
会
場
で
開
催
し
ま

す
。
申
込
み
は
先
着
順
の
た
め
、

定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了
と
な

り
ま
す
。

　

会
場
ご
と
に
申
請
受
付
期
間
や

定
員
は
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し

い
こ
と
は
、
岡
山
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
勝

央
町
役
場
産
業
建
設
部
窓
口
に
掲

示
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
建
設
部

　

☎
38
ー
３
１
１
２

　

放
送
大
学
は
、
10
月
入
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

10
代
か
ら
１
０
０
歳
代
ま
で
の

幅
広
い
世
代
、
約
８
万
５
千
人
以

上
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま

す
。

　

授
業
に
は
３
つ
の
ス
タ
イ
ル
が

あ
り
、
Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
視
聴
す
る
、
ま
た
講
師

か
ら
直
接
受
け
る
授
業
が
あ
り
ま

す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

３
０
０
以
上
の
幅
広
い
授
業
科
目

が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

卒
業
す
れ
ば
学
士
の
学
位
を
取

得
で
き
ま
す
。

　

放
送
授
業
１
科
目
の
授
業
料
は

１
万
１
千
円
。
（
入
学
金
は
別
）

半
年
ご
と
に
学
ぶ
科
目
分
だ
け
の

授
業
料
を
払
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

全
国
に
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
た
る

学
習
セ
ン
タ
ー
や
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

ペ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
面

接
授
業
（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
）
の
開

講
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生

交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
岡
山

学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ

さ
い
。

▼
出
願
期
間

・
第
１
回

　

６
月
10
日
〜
８
月
31
日
ま
で

・
第
２
回

　

９
月
12
日
ま
で

▼
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
岡
山
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６
ー２

５
４
ー
９
２
４
０

梅雨時期の交通事故防止

【申込フォーム】【県HP】
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◆◇◆◇◆ 各種無料相談のお知らせ ◆◇◆◇◆
　勝央町や近隣で開催される各種無料相談です。予約が必要な場合もありますので、詳しくはお問い合
わせください。

相談の種類 内　　　　　　容
問い合わせ

予約 日　　程 時　　間 相談場所

人権相談 人権擁護委員による相談会
税務住民部
38−3116

要 6/3㈪ 10：00～15：00 役場２階会議室

行政相談 行政相談員による行政全般に関する相談
税務住民部
38−3116

要 6/12㈬ 10：00～12：00 役場２階会議室

消費生活相談 専門相談員による消費生活全般に関する相談
税務住民部
38−3116

要 6/18㈫ 10：00～15：00 消費者相談窓口（税務住民部）

結婚相談
結婚支援員による相談受付
対象：結婚を希望する独身男女またはその家族
※随時相談を受け付けてますので希望の日時をお伝えください。 税務総務部

38−3111

要 随時 役場会議室

お
知
ら
せ

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
建
設
部

　

☎
38
ー
３
１
１
２

は
か
り
の

定
期
検
査

北
部
高
等
技
術
専
門
校

訓
練
生
募
集

　

は
か
り
の
定
期
検
査
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
対
象
の
は
か
り
を
お

持
ち
の
人
は
、
必
ず
検
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　

検
査
に
は
手
数
料
が
か
か
り
ま

す
。
当
日
、
会
場
で
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。

▼
検
査
日
時
及
び
会
場

・
６
月
24
日
㈪

　

10
時
30
分
〜
12
時

　

晴
れ
の
国
岡
山
農
業
協
同
組
合

勝
央
支
店
米
検
査
場

（
植
月
中
８
５
８
―
４
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

　

旧
豊
久
田
ぶ
ど
う
選
果
場

（
豊
久
田
１
２
４
７
―
４
）

・
６
月
25
日
㈫

　

10
時
30
分
〜
12
時

　

13
時
30
分
〜
15
時

　

役
場
南
側
駐
車
場

（
勝
央
町
勝
間
田
２
０
１
）

▼
検
査
対
象

・
商
店
、
事
業
所
、
農
家
な
ど
に

あ
る
商
売
用
は
か
り

・
病
院
、
医
院
、
薬
局
な
ど
に
あ

る
業
務
用
は
か
り

・
学
校
、
保
育
園
、
福
祉
施
設
な

ど
に
あ
る
体
重
測
定
用
は
か
り

・
宅
配
便
取
扱
店
に
お
け
る
料
金

特
定
用
は
か
り

　

県
立
北
部
高
等
技
術
専
門
校
で

は
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
訓
練
科
名

　

パ
ソ
コ
ン
ワ
ー
ク
初
級

▼
訓
練
場
所

　

津
山
圏
域
雇
用
労
働
セ
ン
タ
ー

（
津
山
市
山
下
92
―
１
）

▼
対
象

　

求
職
中
の
人

▼
定
員

　

15
名

▼
受
講
料

　

無
料

（
教
材
費
な
ど
は
別
途
必
要
）

▼
訓
練
期
間

　

７
月
25
日
㈭
〜
10
月
24
日
㈭

▼
申
込
方
法

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
ご

相
談
の
う
え
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
立
北
部
高
等
技
術
専
門
校

（
津
山
市
川
崎
９
５
３
）

　

☎
26
ー
１
１
２
５

農
地
転
用
を
す
る
と
き
は

農
振
除
外
申
請
を

就
活
で
お
悩
み
の
人

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

お
肉
は
よ
く
加
熱
し
て

食
べ
よ
う

被
覆
肥
料
の
被
膜
殻
の

流
出
防
止
に
つ
い
て

　

農
振
農
用
地
区
域
（
土
地
改
良

　

岡
山
県
が
県
内
３
カ
所
に
設
置

し
て
い
る
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
か
や

ま
（
お
か
や
ま
若
者
就
職
支
援
セ

ン
タ
ー
）
で
は
、
専
門
の
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
就
職
相

談
な
ど
を
通
じ
て
、
概
ね
50
歳
ま

で
の
人
の
就
職
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
無
料
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
サ
ポ
ー
ト
内
容

・
専
門
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
よ
る
就
職
相
談

・
自
分
の
能
力
や
興
味
を
探
る
こ

と
が
で
き
る
適
性
診
断

・
面
接
練
習
、
応
募
書
類
作
成
の

ア
ド
バ
イ
ス

・
就
活
に
役
立
つ
各
種
セ
ミ
ナ
ー

　

な
ど

　

近
年
、
全
国
的
に
鳥
刺
し
や
と

り
わ
さ
な
ど
、
生
の
肉
や
加
熱
不

十
分
の
肉
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
る

食
中
毒
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

牛
や
豚
、
鶏
な
ど
の
肉
に
は
食

中
毒
の
原
因
と
な
る
腸
管
出
血
性

大
腸
菌
や
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
な

ど
の
食
中
毒
菌
が
付
着
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
加
熱
が
不
十

分
な
肉
を
食
べ
て
食
中
毒
に
な
る

と
、
発
熱
、
腹
痛
、
嘔
吐
、
下
痢

な
ど
の
症
状
が
現
れ
る
ほ
か
、
重

症
化
す
る
と
命
に
関
わ
る
事
が
あ

り
ま
す
。
特
に
子
ど
も
や
高
齢

者
、
妊
婦
な
ど
は
重
症
化
す
る
可

能
性
が
高
い
た
め
注
意
が
必
要
で

す
。

　

新
鮮
な
肉
で
あ
っ
て
も
、
表
面

だ
け
で
な
く
中
心
部
ま
で
十
分
に

加
熱
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
相
談
先

　

津
山
相
談
室

▼
場　

所

　

津
山
圏
域
雇
用
労
働
セ
ン
タ
ー

１
階

▼
受
付
時
間

　

月
〜
金
曜
日

　

９
時
〜
16
時

　

☎
23
ー
０
８
５
０

　

被
覆
肥
料
は
、
表
面
を
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
な
ど
の
被
膜
で
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
し
て
い
る
た
め
、
水
田
で
は

肥
料
成
分
が
溶
け
出
し
た
後
の
被

膜
殻
が
水
面
に
浮
上
し
、
河
川
な

ど
へ
流
出
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

被
覆
肥
料
を
使
用
す
る
際
は
、

水
管
理
や
畦
畔
管
理
を
徹
底
し
、

被
膜
殻
を
水
田
外
に
流
出
さ
せ
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

〇
畦
畔
管
理

・
あ
ぜ
塗
り
の
徹
底
や
あ
ぜ
シ
ー

ト
を
設
置
す
る
。

・
止
水
板
は
あ
ぜ
よ
り
高
く
す

る
。

〇
代
か
き

・
入
水
時
ま
で
に
田
面
の
高
低
差

を
な
く
す
。

・
代
か
き
は
浅
水
で
行
う
（
表
面

が
７
〜
８
割
見
え
る
程
度
）
。

〇
田
植
え

・
田
植
え
前
の
落
水
は
行
わ
ず
、

自
然
落
水
で
水
位
を
調
整
す

る
。

〇
施
肥

・
樹
脂
を
使
用
し
て
い
な
い
肥
料

や
流
し
込
み
液
肥
を
導
入
す

る
。

・
堆
肥
や
緑
肥
な
ど
の
有
機
質
肥

料
を
導
入
す
る
。

・
土
壌
診
断
や
Ｊ
Ａ
の
栽
培
暦
な

ど
に
よ
り
適
正
施
肥
に
努
め

る
。

・
施
肥
量
の
削
減
に
つ
な
が
る
側

条
施
肥
技
術
を
導
入
す
る
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
建
設
部

　

☎
38
ー
３
１
１
２

事
業
を
実
施
し
た
土
地
な
ど
農
業

上
の
利
用
を
確
保
す
べ
き
土
地
）

の
農
地
を
住
宅
な
ど
農
地
以
外
の

も
の
に
転
用
す
る
場
合
は
、
事
前

に
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
除
外
申
請
は
毎

年
６
月
と
12
月
に
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

６
月
の
農
振
除
外
申
請
の
受
付

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
な

お
、
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る

場
合
は
、
除
外
の
た
め
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
事
前
相
談
は
随
時
お
受
け
し

ま
す
の
で
、
申
請
前
に
あ
ら
か
じ

め
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

農
振
除
外
申
請
は
受
け
付
け
か

ら
除
外
が
完
了
す
る
ま
で
は
、
約

６
カ
月
か
か
り
ま
す
。
な
お
、
申

請
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
も
ご
ざ

い
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

除
外
完
了
後
に
農
地
転
用
の
申

請
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
農
地
の
所
有
者
本
人
が
転
用

す
る
場
合
は
農
地
法
第
４
条
の
申

請
を
、
所
有
者
以
外
の
人
が
転
用

す
る
場
合
は
農
地
法
第
５
条
の
申

請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　

６
月
３
日
㈪
〜
６
月
28
日
㈮

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
建
設
部

　

☎
38
ー
３
１
１
２

後期高齢者健診・がん検診の医療機関での「個別けんしん」について
　　 　　　実 施 期 間 ：令和６年６月１日㈯～12月28日㈯
　　 　　　実施医療機関：勝央町、津山市、美作市、奈義町、美咲町にある医療機関
※医療機関によって、受けられるけんしん内容が異なります。詳しくは広報紙６月号折込チラシを

ご覧ください。
　受診される場合は、事前に医療機関で予約が必要です。必ずお問い合わせのうえ、受診してくだ

さい。
※個別けんしんの問診票や採尿キット、大腸がん検診の検便容器などは、各医療機関のものを使用

してください。
※集団けんしんについては、広報紙８月号に掲載予定です。
問い合わせ先　健康福祉部　☎38−7102

クールビズ県民運動実施中！
　県では、地球温暖化対策のひとつとして、冷房に頼りすぎないビジネススタイル・ライフスタイ

ルを呼びかける「クールビズ県民運動」を実施しています。

　期間は５月から10月までで、５月と10月は、気温や体調などにより、個人の判断で特に柔軟に

取り組む「移行月間」としています。

　冷房時の室温は28℃を目安に調整し、ノーネクタイ・ノージャケットなどの涼しい服装を取り

入れたり、冷房に加えて扇風機を効果的に活用するなど、オフィスでもご家庭でも、ひと工夫して

快適に過ごしてみませんか。

　みんなで無理なく快適に、温暖化対策に取り組みましょう。
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　軽減判定の所得要件が変わります。

　○５割軽減の適用となる所得要件

　　基礎控除額（43万円）＋｛29.5万円×世帯内被保険者数｝＋

｛10万円　×　年金・給与所得者の数−１｝以下

　○２割軽減の適用となる所得要件

　　基礎控除額（43万円）＋｛54.5万円×世帯内被保険者数｝＋

｛10万円　×　年金・給与所得者の数−１｝以下

　国民健康保険税を構成する賦課限度額が、次のとおり変更となります。

　　医療給付費分　65万円、後期高齢者支援分　22万円　→　24万円、介護分　17万円

　　国民健康保険税の賦課限度額　104万円　→　106万円

　※下線部が昨年度までと変更になった部分

◆　令和６年度分国保税からの変更点　❷　◆

◆　令和６年度分国保税からの変更点　❶　◆

令和６年度

国民健康保険税の税額が決定します

　６月は、令和５年中の所得を基にした国民健康保険税の税額が決定する月です。

４月・５月に国保に加入していて、６月までに社会保険に切り替わった人へも、４月１日から切替まで

の間の国保税の納付のお知らせが届きますので、納期限までに納めてください。決定した税額は、６月

中旬ごろに郵送でお知らせします。

　軽減制度が適用されるのは、世帯主（国保加入者でない世帯主も含む）及び国民健康保険の加入者全

員が申告を済ませている世帯に限られますので、所得を申告していない世帯には軽減制度が適用されな

いことがあります。（会社などから給与支払報告書や公的年金等支払報告書が提出されている場合を除く）

　障害者年金などの非課税年金を受給されている人や収入のない人も申告の必要があります。申告がお

済みでない場合は、速やかに勝央町役場へお越しください。

★国保税の計算方法と軽減の計算例

例）４人世帯のうち、国保加入者かつ

　　年金・給与所得者が２人の場合

　　　基礎控除額43万円

　　　＋｛54.5万円×2人：被保険者の数｝

　　　＋｛10万円×1人：年金・給与所得者の数−１｝

　　　＝162万円

↓

　この例では、世帯所得が162万円を下回る場合に、国

保税が２割軽減と判定されます。

■問　税務住民部（税務班）　☎38-3114

世帯主：国保・年金

社保・扶養 社保・給与

国保・給与

国保税は世帯主名で請求します

納税義務者

news

お知らせ医療費受給資格証（心身障害者医療・ひとり親医療）更新のお知らせ

○岡山県心身障害者医療費受給資格証（黄色）
○岡山県ひとり親家庭等医療費受給資格証（黄色）

※指定日時で都合の悪い人は、７月１日㈪以降にお越しください。また、
下記の休日受付をご利用ください。

※６月24日㈪までに申請書類を受け付けた場合は、６月末までに郵送
でお送りします。

　医療費受給資格証の更新手続きは、次のとおりです。

○世帯全員の健康保険証
○旧受給資格証
○身体障害者手帳・療育手

帳（心身障害者医療費受
給資格該当の人のみ）

○案内文書及び更新申請書
（６月中旬にお送りしま
す）

※上記に加えて別途書類が
必要な場合があります。
詳しくは案内文書をご確
認ください。

※不足がある場合は、即日
交付できません。

■問　税務住民部（医療班）　☎38-3115

◆　対象となる医療費受給資格証　◆ ◆　持参するもの　◆

日　　　　　　時 対 象 地 区 場所

６月26日㈬
8：30～12：00 吉野地区・古吉野地区・高取地区 勝

央
町
役
場
税
務
住
民
部

（
２
番
窓
口
）

13：00～17：00 植月地区

６月27日㈭
8：30～12：00

勝
間
田
地
区

勝間田・畑屋・東吉田

13：00～17：00 小矢田・黒土・岡・平

６月28日㈮ 8：30～17：00 上記日程に来られなかった人

休日受付日時 場所

６月30日㈰ 8：30～12：00 上記と同じ

news

お知らせ

news

お知らせ 帯状疱疹予防接種の接種助成について

■問　健康福祉部　☎38-7102

　帯状疱疹は50代から発症率が高くなり、80歳までに約３人に１人が発症するといわれています。予
防接種を受けることによって、発症や重症化の防止が期待できます。
　勝央町は、令和６年４月１日から、50歳以上の町民を対象に帯状疱疹予防接種費用の一部助成を実
施します。

・接種日時点で勝央町内に住所がある50歳以上
の人

・令和６年４月１日以降に受ける接種であること

　帯状疱疹予防接種を実施している医療機関での
接種後、接種費用を全額医療機関にお支払いして
いただき、後日、健康福祉部（勝央町総合保健福
祉センター内）にて償還払いの手続きが必要とな
ります。
※接種費用は、医療機関で異なりますので、予約

の際に直接医療機関に問い合わせしてくださ
い。

　帯状疱疹任意予防接種費用助成申請書兼請求書
に必要事項を記入し、必要な書類を添えて、健康
福祉部に提出してください。その後、申請口座に
振込みをします。
　申請書は、健康福祉部またはホームページから
ダウンロードしてください。
◆償還払いに必要な物
・領収書の原本（被接種者名、接種日及び接種費

用がわかるもの）
・振込先のわかるもの（通帳またはキャッシュ

カードなど）
・印かん

　接種日から１年以内
ワクチンの種類 1回の助成上限額 助成回数

水 痘 ワ ク チ ン 4,000円 １回まで

帯状疱疹ワクチン 11,000円 ２回まで

◆　対象者　◆

◆　助成を受ける方法　◆

◆　償還払いについて　◆

◆　申請期限　◆
◆　助成額・回数　◆
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　介護保険は40歳以上の人が加入し納めていただく保険料を財源として、その50％が皆さんからの保

険料で、残り50％は公費を財源に運営しています。

　勝央町介護保険事業計画における第８期（令和３

年度～令和５年度）計画期間中の介護給付費（在宅・

居住・施設サービスの合計額）の実績額と第９期以

降の推計額を右のグラフに示しています。

　介護給付費に係る今後の見通しにつきましては、

介護報酬のプラス改定による増加を見込むほか、後

期高齢者、特に80歳以上のサービス利用者が増加

することによる給付増分を見込んで、算定していま

す。これに伴い介護給付費が増加傾向で推移するも

のと予測しております。

　国の基準に合わせ、所得段階をこれまでの９段階から13段階に細分化しました。

　令和６年度から令和８年度までの介護保険料基準額は、月額6,600円です。これに基づき、各所得

段階別の介護保険料額（年額）は、次表のとおりとなります。

所得段階 対象者（第１号被保険者） 保険料率 保険料額（年額）

第１段階

生活保護受給者の人、または老齢福祉年金受給者で世
帯全員が町民税非課税の人、世帯全員が町民税非課税
で前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80
万円以下の人

基準額×0.285 22,600円

第２段階
世帯全員が町民税非課税で、前年の課税年金収入額と
合計所得金額の合計が80万円を超え120万円以下の
人

基準額×0.485 38,500円

第３段階
世帯全員が町民税非課税で、前年の課税年金収入額と
合計所得金額の合計が120万円を超える人

基準額×0.685 54,300円

第４段階
世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人は町民
税非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得金額の
合計が80万円以下の人

基準額×0.9 71,200円

第５段階
世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人は町民
税非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得金額の
合計が80万円を超える人

基準額×1.00 79,200円

第６段階
本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が120万円
未満の人

基準額×1.20 95,000円

第７段階
本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が120万円
以上210万円未満の人

基準額×1.30 102,900円

第８段階
本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が210万円
以上320万円未満の人

基準額×1.50 118,800円

第９段階
本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が320万円
以上420万円未満の人

基準額×1.70 134,600円

第10段階
本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が420万円
以上520万円未満の人

基準額×1.90 150,400円

第11段階
本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が520万円
以上620万円未満の人

基準額×2.10 166,300円

第12段階
本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が620万円
以上720万円未満の人

基準額×2.30 182,100円

第13段階
本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が720万円
以上の人

基準額×2.40 190,000円

※合計所得金額とは、介護保険法施行令第22条の２第１項において「地方税法第292条第１項第13号
に規定する合計所得金額をいう」とされています。

※第１段階～第３段階の人は、公費により介護保険料が軽減されています。

65歳以上の人（第１号被保険者） 40歳から64歳までの人（第２号被保険者）

【年金の年額が18万円以上の人】

・年金定期払い（年６回）時に天引きされます

【年金の年額が18万円以下の人】

・勝央町から送付される納付書で納めます

【国民健康保険に加入している人】

・医療保険分とあわせて国保税として世帯主が納

めます

【職場の医療保険などに加入している人】

・医療保険分とあわせて給与・賞与から差引かれ

ます

◆　介護保険の財源　◆

◆　介護サービス費の実績額と推計額　◆

◆　第９期計画期間中の第１号被保険者（65歳以上の人）の介護保険料について　◆

◆　介護保険料の納め方　◆

令和６年度

介護保険料額決定通知書を送付します

　介護保険の保険料は、３年ごとに見直しを行っています。令和６年度から令和８年度までの今後３年

間の介護サービス費などの見込みを踏まえ、65歳以上の皆さんの介護保険料を決定しました。

　毎年４月１日を基準日とし、町内に住所を有する65歳以上のすべての人に、「令和６年度介護保険料

額決定通知書」を６月中旬に送付します。

■問　健康福祉部　☎38-7102

news

お知らせ

※年度の途中で所得更正などにより住民税・合計所得金額が変更された場合は、介護保険料にも影響（増

減）する場合があります。

　介護保険料を納めない場合は、その滞納期間に応じて以下の措置を行うほか、財産を差押えする

場合がありますので、納め忘れのないよう納期限内の納付をお願いします。

・１年以上滞納した場合（納期限から1年経過）

　保険給付の支払方法が変更されます。（償還払い化）

　利用者が費用の全額をいったん自己負担し、申請により後で保険給付（費用の８割または９割）

が支払われる形となります。

・１年６カ月以上滞納した場合（納期限から１年６カ月経過）

　保険給付が一時差止められます。

　利用者が費用の全額を負担し、申請後も保険給付の一部または全部が一時的に差止めとなる措

置がとられます。なお滞納が続くと、差止められた保険給付が滞納していた保険料に充てられる

ことがあります。

・保険料を２年以上滞納した場合（納期限から２年経過）

　保険給付額が減額されます。（利用者負担割合の引上げ）

　滞納した期間に応じて、利用者負担が３割または４割に引上げられるほか、高額介護サービス

費の払戻しや部屋代・食費の負担軽減（負担限度額認定）が受けられなくなります。

介護保険料を納めないでいると…

国・県・町

第２被保険者

第１被保険者

40歳～64歳の人の

保険料　27％

65歳以上の人の

保険料　23％ 公費　50％

令和3
年度

（百万円） 施設
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133 131 151 154 154 154 165 156 158

長期推計第8期

居住 在宅
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勝央中学校生徒会だより
　
「
勝
央
中
学
校
生
徒
会
だ
よ
り
」
で
は
、
よ
り
良

い
中
学
校
生
活
へ
向
け
た
活
動
や
地
域
貢
献
に
取
り

組
ん
で
い
る
勝
央
中
学
校
生
徒
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
毎
月
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

勝
央
中
学
校
で
は
、
５
月
31
日
か
ら
６
月
２
日
に

３
年
生
の
修
学
旅
行
、
５
月
31
日
に
１
年
生
の
閑
谷

研
修
が
あ
り
ま
す
。

　

修
学
旅
行
に
行
く
前
に
、
戦
争
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
る
被
害
や
平
和
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
、
修
学
旅
行
の
ル
ー
ル
を
実
行
委
員
が
中
心
に
決

め
た
り
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
一
人

ひ
と
り
が
平
和
に
つ
い
て
深
く
考
え
、
ま
た
、
集
団

生
活
で
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
よ
い
修
学
旅
行
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
修
学
旅
行
は
中
学
校
生

活
最
大
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど

の
行
事
で
あ
り
、
今
の
こ
の

仲
間
た
ち
と
一
緒
に
修
学
旅

行
へ
行
く
の
は
最
後
で
す
。

で
す
か
ら
、
３
年
生
に
と
っ

て
友
だ
ち
と
の
か
け
が
え
の

な
い
思
い
出
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

閑
谷
研
修
は
、
論
語
の
学

習
や
班
で
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
を
経
て
、
一
人

ひ
と
り
が
思
い
や
り
の
心
や
人
と
し
て
の
あ
り
方
な

ど
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
行
い
ま
す
。
閑
谷
研
修

は
、
普
段
の
学
校
生
活
で
は
、
体
験
で
き
な
い
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
べ
る
の
で
、
１
年
生
に
と
っ
て
と

て
も
価
値
あ
る
体
験
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

勝
央
中
学
校
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
経

験
を
積
み
、
仲
間
と
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
勝
央
中

学
校
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

勝
央
中
学
校
生
徒
会
本
部

読んでみんちぇ〜

岡山しょうおうチャンネル
byしょうおう志援協会

☎２０−１８１１
（ホームページアドレス　http://shoo-shien.com/）

◆勝央こころざしシェアスペースの利用について◆
　勝央こころざしシェアスペースとは、地域の皆さんに気軽に足を運んでもらえる場にしたいという設

計コンセプトやたくさんの人と共有したいという思いを元に、古民家を改修した「地域」「人」「情報」「仕

事」をつなぐインキュベーションオフィス（起業や創業を目指す人を支援する施設）です。

　古民家を改修したことにより落ち着いた雰囲気があり、広い中庭もあります。

　便利な電子錠を設け、休日時でも利用ができるようになっています。

　会議室・ワークスペース・シェアオフィス・シェアオフィス個室・個別商談室など人数や利用の内容

に応じてお部屋を選択いただけます。

　現在は、英会話教室・習字教室・着付け教室・占い・整体・ピラティ

スなど、さまざまな用途でご利用いただいております。

　上記の英会話教室・占いは館内にチラシを設けておりますので、ご

覧ください。また、習字教室・着付け教室・整体・ピラティスにも興

味のある人や参加を希望される人は、ご案内できますのでお声かけく

ださい。

　その他にも商談・個人仕事・打合せ・資格の勉強・こども会・お子

さんのお祝い・ワークショップなどでもお使いいただいております。

　「図書館の本を読みたい。」「中庭の花を見たい。」「休憩させて。」などの利用も可能です。

　施設利用のご相談、館内の見学、質問などございましたらお気軽にお問い合わせください。

勝央町介護予防事業　めざせ！いきいき地域活動通信

緊急通報システム装置設置のご案内
Vol.77

　「急に具合が悪くなり助けを呼びたいとき」や「健康に関する相談があるとき」に、24時間365日対

応ができる緊急通報システム装置設置事業を行っています。

◆対象者

①おおむね65歳以上のひとり暮らし高齢者

②外出困難な重度の身体障害者（手帳２級以上の

者）でひとり暮らしの人

③おおむね65歳以上の高齢者のみ世帯でいずれ

か一方が寝たきりであり、または認知症などの

援護を要する人

※①～③以外の人でも家庭の状況などにより、対

象となる場合もあります。

◆利用料

　無料

◆その他

※緊急通報機器の設置には固定電話が必要です。

※利用を希望される人、詳しい内容について知り

たい人は地域包括支援センターまで連絡くださ

い。

【問い合わせ先】

　地域包括支援センター　☎38−3028

緊急通報装置本体・人感センサー・ペンダント

を自宅に設置 ①通報

⑥出動
④訪問して

状況を確認

◎緊急ボタン

　緊急ボタンを押すと情報センターに

　つながります

◎相談ボタン

　日常の健康相談もできます

システムの流れ

利用者宅 情報センター（委託業者）

【緊急通報装置本体】

【人感センサー】【ペンダント】

緊急ボタンがついた持

ち運び可能な発信機。

本体を経由して情報セ

ンターに連絡できる

赤外線で人の動きを感

知するもの。一定時間

動きがないと情報セン

ターへ連絡が入る

24時間365日、看

護師、保健師などの

医療・福祉関係の有

資格者が対応します

協力員

救急・消防

緊急の際にあらかじめ登録された

人（協力員）が訪問して状況を確

認する（３名まで登録可能）

②電話で

状況を確認

⑤状況に応じて

出動要請

③駆けつけを

依頼

緊急と判断

した場合は

出動要請　

必要に応じて登録いただいた

連絡員（ご親族など）へ連絡します

連絡がくるので

とても安心

修学旅行に向けた活動のようす

2024.6月号 162024.6月号17



ＴＥＬ：３８−０２７０
開館時間：10：00〜18：00（※入館は17：30まで）

ホームページ：http://museum.town.shoo.lg.jp

ＴＥＬ：３８−０２５０
開館時間：10：00〜18：00

ホームページ：https://ilisod005.apsel.jp/shoo-lib/
休 館 日：6／3・10・17・24 休 館 日：6／3・10・17・24・27

びにきんちゃい
今月のお出かけ情報

【特別展示室】
・小企画44 俺たち綺堂門下生

（開催中～６月30日）
【展示室】
・コレクション展vol.47 郷土の画家シリーズ

素描と淡彩Ⅻ
（開催中～６月30日）

　　○入館料：一　般　　　　　　　300円

　　　　　　　大学生・65歳以上（町外在住）

100円割引（要証明書提示）

　　　　　　　高　校　生　以　下　無料

　　　　　　　※20名以上の団体は２割引

　　　　　　　※町内在住の65歳以上は無料

　　　　　　　※割引の併用は不可

【町民ギャラリー１・２】入場無料

・第12回書道あずさ会展
（６月６日～６月９日）

最終日16：00まで
【町民ギャラリー１】入場無料

・猫に恋する作家展　　（６月16日～30日）
最終日16：00まで

【町民ギャラリー２】入場無料

・フォトクラブ金時作品展　第１回
（６月13日～16日）

最終日16：00まで

岡本綺堂顕彰事業
　第3回こども怪談コンクール

ぷちぶちこわいはなし
　−僕らは最高に怖い話を

作ってしまったかもしれない−
　勝央町ゆかりの劇作家で「怪談文芸の名手」
である岡本綺堂が、子ども時代から「怪談」を
心から愛したことにちなみ、全国の小・中学生
を対象に、800文字以内
の怖い話を募集します。受
付期間は６月１日㈯から７
月31日㈬まで。応募方法
はウェブ応募フォームから
データでの応募に限りま
す。詳細は、勝央美術文学
館ウェブサイト内の当コン
クール「作品募集のお知ら
せ」をご確認ください。皆
さまが紡ぎ出す、不思議で
ゾッとするこわい話をお待
ちしています。

『宇宙に行ったらこうだった！

宇宙飛行士は見た』

　（山崎直子　著／repicbook）

　子どもの頃に見たアニ

メから宇宙に興味を持っ

たという山崎氏が、「宇

宙にはどのくらいで着き

ますか」「宇宙食に炭酸

飲料はありますか」「ブ

ラックホールを見たこと

はありますか」など、あ

らゆる質問を分かりやす

く答えてくれます。

　本を通して、「宇宙を知ることが私たち自身を

より深く知ることにつながった」と言う彼女が実

際に体験してきた宇宙を想像してみてください。

一 般 書

・『ＪＡ全農が炊いた！

「日本一うまいお米の食べ方」大全』

（ＪＡ全農米穀部　監修／主婦の友社）

児 童 書

・『ジブリの食卓　魔女の宅急便

−子どもりょうり絵本−』

　（スタジオジブリ　監修／主婦の友社）

◆勝央図書館フェスティバル

　日　時　８月10日㈯

　　　　　10：30～15：00

　場　所　勝央図書館・勝央町公民館

　指　導　人形峠環境技術センター

　毎年大人気の科学工作は募集人数を増やして開

催します。また、誰でも体験できる「科学に親し

むコーナー」も設置し、存分に科学を体験してい

ただけます。また、図書館内では、「まかせて、

夏休みの宿題！」と題し、調べ学習の仕方、作文

の書き方などをレクチャーします。詳細は来月号

折込チラシをご覧ください。岡本綺堂（55歳）

書誌画像出典：TooLi
（TRC図書館流通センター）

げ
ら
れ
て
い
る
相
談
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
「
へ
っ
？
何
で
勝
央
町
が
飛
ば

さ
れ
て
い
る
の
？
」
っ
て
思
い
ま
せ
ん

か
。
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
た
ら
相
談
者
は

岡
山
県
に
土
地
勘
の
な
い
関
西
の
人
で
、

要
は
「
知
名
度
」
の
問
題
だ
っ
た
よ
う
で

す
。

　

確
か
に
他
の
市
町
は
観
光
地
が
あ
り
ま

す
し
、
関
西
か
ら
だ
と
来
た
こ
と
が
あ
る

地
名
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
、
移
住
促
進
に
は
「
関
係
人
口

創
り
」
が
必
須
だ
と
再
認
識
し
た
次
第
で

す
。
何
ら
か
の
つ
な
が
り
が
な
い
と
移
住

検
討
対
象
先
の
候
補
に
は
な
ら
な
い
で
す

よ
ね
。
移
住
検
討
の
き
っ
か
け
が
観
光
で

も
口
コ
ミ
で
も
親
戚
で
も
何
で
も
い
い
か

ら
、
先
ず
は
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
重
要
で

す
。
勝
央
町
を
知
っ
て
、
来
て
み
て
、
こ

ん
な
と
こ
ろ
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
移
住
の
き
っ
か
け
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

　

玉
野
市
の
移
住
促
進
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

は
「
た
ま
た
ま
た
ま
の
、
ま
た
ま
た
た
ま

の
」
で
す
。
上
手
い
で
す
よ
ね
。

　

こ
れ
は
関
係
人
口
創
り
を
意
識
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　

勝
央
町
に
は
観
光
協
会
も
な
く
、
地
元

あ
り
ま
す
（
ル
ビ
・
（
説
明
）
は
筆
者
）
。

「
村
民
云
此
滝
作さ

く

州
し
ゅ
う

二
箇
ノ
清
泉
ナ
リ

ト
今
一
箇
ハ
英あ

い

田だ

郡ぐ
ん

楢な
ら

原ば
ら

ニ
ア
リ
或
ハ
忌き

服ぶ
く

ニ
籠こ

も

り
汚

（
不
浄
の
こ
と
）

穢
ニ
逢
タ
ル
モ
ノ
此こ

の

瀑ば
く

布ふ

ニ

垢
（
冷
水
を
浴
び
て
身
を
清
め
れ
ば
）

離
ヲ
取
レ
バ
清
浄
ニ
ナ
ル
ト
云
傳つ
た

フ

古
ハ
間
は
し
た

山や
ま

ノ
境
内
ト
云
猶な
お

間
山
ノ
記
ニ
モ

載
タ
リ　

鹽し
お

滝た
き

ノ
奥
ハ
土
（
土
着
民
）
俗
等
魔
所
ナ
リ

ト
言
傳
フ
或
者
行
到
リ
シ
ニ
片
目
ノ
鴨か

も

多

ク
集
リ
居
タ
リ
シ
ト
云
」
ま
た
、
島
田
秀

三
郎
著
『
心
の
ふ
る
さ
と
・
美
作
伝
説
考
』

（
１
９
７
８
）
で
は
往お
う

時じ

、
塩
滝
を
通
り

か
か
っ
た
弘こ

う

法ぼ
う

大だ
い

師し

が
、
悪い

た

戯ず
ら

を
し
た
「
鴨

ど
も
」
の
目
を
潰つ

ぶ

し
た
と
い
う
伝
説
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。 

…
塩
滝
の
源
流
は
四し

獣じ
ゅ
う

鏡き
ょ
うや
筒つ
つ

形が
た

銅ど
う

器き

が
出し
ゅ

土つ
ど

さ
れ
た
全
長

約
56
メ
ー
ト
ル
の
前ぜ

ん

方ぽ
う

後こ
う

方ほ
う

墳ふ
ん

・
岡お

か

高た
か

塚つ
か

古こ

墳ふ
ん

が
山
頂
に
所
在
す
る
高た

か

塚つ
か

山や
ま

で
す
。

日ひ

照で

り
で
も
干ひ

上あ

が
る
こ
と
が
な
い
ほ
ど

底そ
こ

深ぶ
か

い
と
言
わ
れ
る
沼ぬ
ま

池い
け

に
留た

ま
っ
た
高

塚
山
の
湧ゆ
う

水す
い

は
片
目
の
鴨
が
群
生
す
る
魔ま

所し
ょ

と
語
ら
れ
た
場
所
を
流
れ
、
泰た

い

禅ぜ
ん

上
し
ょ
う

人に
ん

建こ
ん

立り
ゅ
う、

勝か
つ

間ま

田だ

郷ご
う

八
十
八
ヶ
所
霊
場
、

85
番
札
所
（
八や

栗く
り

寺じ

）
を
示
す
石せ
き

仏ぶ
つ

が
鎮ち
ん

座ざ

す
る
塩
滝
へ
と
至
り
、
落
下
し
た
水
は

そ
の
程
近
く
、
塩し

お

谷た
に

池い
け

と
い
う
溜た

め

池い
け

に
流

れ
着
き
ま
す
。
周
辺
の
塩
滝
遊
歩
道
は
約

30
年
前
に
整
備
さ
れ
た
と
伺
い
ま
し
た

が
、
沢
に
横
た
わ
る
数
々
の
苔こ
け

生む

し
た
倒と
う

　

岡
山
県
が
毎
月
１
回
第
３
木

曜
日
開
催
し
て
い
る
「
ナ
イ
タ
ー

移
住
相
談
会
」
で
移
住
相
談
対

象
市
町
村
に
「
津
山
市
・
奈
義

町
・
美
作
市
・
鏡
野
町
」
を
挙

塩
滝
と
六
万
川

　

江
戸
時
代
後
期
の
美み

ま

作さ
か

国
の
く
に

東
部
の
地
誌
『
東と

う

作さ
く

誌し

』
内
、

「
岡
村
ノ
記
」
に
、
勝
央
町
の

塩し
お

滝た
き

に
つ
い
て
以
下
の
記
述
が

特
産
品
を
売
っ
て
い
る
場
所
も
あ
り
ま
せ

ん
し
、
美
作
市
と
津
山
市
と
の
た
だ
の
通

過
点
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

い
い
も
の
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
に
勿
体

な
い
限
り
で
す
。

　

が
、
こ
れ
っ
て
２
年
前
の
着
任
時
に

言
っ
て
い
た
こ
と
で
す
ね
。
自
分
は
何
を

や
っ
て
来
た
ん
だ
ろ
う
っ
て
疑
問
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　

あ
る
大
学
の
先
生
も
「
地
方
創
生
に
は

交
流
人
口
を
増
や
し
、
関
係
人
口
を
増
や

す
こ
と
が
移
住
促
進
に
つ
な
が
る
」
と

仰
っ
て
い
ま
す
。

　

任
期
も
残
り
少
な
い
で
す
が
、
任
期
後

も
含
め
て
、
ま
だ
ま
だ
足
掻
い
て
み
ま
す

の
で
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

木ぼ
く

は
も
う
随ず

い

分ぶ
ん

と
前
か
ら
こ
こ
が
遺
跡
化

し
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
塩
谷
池
か
ら
の
水
流
は
細
い
水
路
を

通
っ
て
湯ゆ

太だ
い

明
み
ょ
う

神じ
ん

の
背
後
を
流
れ
る
川

と
交
わ
り
、
一
直
線
に
南
下
し
た
先
で
姫き

新し
ん

線せ
ん

（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
）
と
並へ

い

走そ
う

す
る
水
流

に
合
流
、
そ
し
て
遂つ

い

に
黒く

ろ

土つ
ち

地
区
南
端
、

小お

矢や

田た

地
区
と
の
境
界
付
近
で
滝た

き

川が
わ

に
注

が
れ
ま
す
。
滝
川
に
架か

か
る
小
矢
田
橋
か

ら
東
に
２
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
姫ひ
め

踊お
ど

り
子こ

草そ
う

、
イ
ヌ
フ
グ
リ
、

胡キ
ュ

瓜ウ
リ

草グ
サ

、
矢ヤ

筈ハ
ズ

豌エ
ン

豆ド
ウ

、
薺
ナ
ズ
ナ

、
芋イ
モ

片カ
タ

喰バ
ミ

、
水ス
イ

仙セ
ン

、
タ
ン
ポ
ポ
… 

明
る
く
淑し

と

や
か
な
野

の
花
々
が
楽
し
く
、
艶つ
や

や
か
で
色
と
り
ど

り
の
緑
が
ふ
っ
く
ら
と
町
を
彩
る
季
節
、

私
は
塩
滝
を
訪
れ
、
水
の
流
れ
を

遡
さ
か
の
ぼ

っ

て
沼
池
と
出
会
い
、
水
の
流
れ
を
追
い
か

け
て
滝
川
ま
で
約
３
・
６
キ
ロ
の
道み

ち

程の
り

を

歩
き
ま
し
た
。
こ
の
川か
わ

筋す
じ

を
六ろ
く

万ま
ん

川が
わ

と
呼

ぶ
そ
う
で
す
。
（
写
真
は
沼
地
）

勝
央
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
毎
月
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

三雲　弘和

水谷　一

地域おこし協力隊活動日誌
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えーがん♥勝央
　　　　写真館

～読者が撮る身近な　　
　　写真をお届けします～

ヒト・モノ・風景や街並み、グルメなど町の
魅力が伝わる写真を大募集！選考のうえ、広
報紙や町の公式SNSなどに掲載し
ます。
右の投稿フォームか郵送（持参可）
の方法で投稿してください。
問：総務部　☎38－3111

【投稿フォーム】

読者プレゼント今月の ■問　総務部　☎38-3111

プレゼント内容

ＤＡＴＡ

土井ん家
○お米の生産／販売　○農泊／農業体験　○自家製にこだわった
飲食店　○動物（やぎなど）とのふれあい体験など『田舎だから
できること』が盛りだくさん！
６月９日(日)には毎年恒例の稲の手植えイベントを開催します！
お昼は「陽子シェフ」のイノシシカ
レーをお楽しみください♪
【営業時間】完全予約制、要相談
【定 休 日】なし
【所 在 地】勝央町為本168
　　　　　　☎090-4658-3774

応募方法

希望するプレゼントの番
号・郵便番号・住所・氏
名・電話番号・広報紙を
読んだ感想をご記入の上、
応募フォームまたはハガ
キ（総務部窓口への持込
可）でお申し込みくださ
い。
◆応募締切６/14㈮必着
※１人１通まで有効。
※当選者の発表は引換券
の発送をもってかえさ
せていただきます。指
定の場所に持参し、プ
レゼントと交換してく
ださい。

7 0 9 4 3 1 6

勝
央
町
勝
間
田
２
０
１

勝
央
町
役
場
総
務
部

「
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係

応募フォーム

商品の提供事業者募集中！
詳しくはHPまたは総務部
へお問い合わせください。

①ヤギのお散歩体験（きぬむすめ精米２㎏付き）を３組に
②ドリンク１杯無料券（居酒屋利用時）を10名様に
プレゼント！

大きな栗の木の下で

親子で栗拾いをしているようすをおさ
めた１枚です。

さくらもち（豊久田）

もう帰ろーよー

明るいうちから散歩に出かけたのに。
夕日が沈みかけても帰ろうとしないワ
ンコ…

choco（豊久田）

遅くまで遊びたくなる私の遊園地

他の友達が遊び終わって帰ってからも
帰ろうとしない娘の写真です。いつも
ニコニコで遊んでいます。

あいな（黒土）

おかやまファーマーズ・マーケット  ノースヴィレッジ

6月16日㈰ 9：00～14：00
場所：ノースヴィレッジ駐車場

新鮮な農産物や特産加工品など各種ありますよ。

たくさんのご出店・ご来場をお待ちしています。

連絡先：ノースヴィレッジ事務所　☎38-1234

ファーマーズ朝市

開園時間　9：00〜17：00
電話番号　３８−１２３４

休 園 日　6／5・12・19・26
ホームページ　http://www.alis-nv.com

びにきんちゃい
今月のお出かけ情報

　梅雨に入る季節となりました。ノースヴィレッ
ジでも紫陽花が咲く頃となります♪雨の日でも傘
を持って外に出てみるのも楽しいですよ。
　園内もカタツムリなどの小さな生き物、雨の日

ならではの雰囲気でとっても幻想的です。
　お子さまと傘、長靴を履いて遊びにきてみてく
ださい。

《いつでも屋内でキャンプはいかがですか》
　インドアキャンプは、
室内に人工芝を敷きテン
トを張っています。
　まるでキャンプをして
いるような感覚で、キャ
ンプ初心者や小さなお子
さま連れのお客さまも楽
しんでいただける空間と
なっています。
　６月のジメジメする季節でも屋内だから天候を
気にすることなく、梅雨時期もおすすめです。
　室内にはシャワールームやエアコンも完備され
ていて、快適に非日常を楽しんでみてください。

《新しくゲームコーナーができました!!》
　入口ゲート右側のロー
ドサイドマーケットの中
に新しく、スピードくじ
（ハズレなしのぬいぐる
みくじ）やクレーンゲー
ムコーナーができまし
た。お子さまも楽しめる
空間に進化してますの
で、ぜひ遊びにお越しく
ださい。

《蒸し暑い梅雨に備えよう》
　勝央町の皆さん、こん
にちは。今年ももう６月
になり、雨の多い梅雨時
期になりました。気温も
上がって蒸し暑く過ごし
にくいです。馬も人もこ
の季節に１番気をつけな
ければいけないことは熱
中症です。暑さに弱い馬
たちも定期的に水浴びをさせてあげたりして体温
を下げて対策しています。人もしっかりと水分を
とってこの暑さを耐えましょう！
　今回の写真は雨の時のにんにん君のようすをお
届けいたします。雨の時は外に出られないので馬
房の中で休んでいます。馬たちも早く晴れて外で
動きたそうですね！
　にんにんホーススクールでは台湾かき氷もやっ
ています。にんにんホーススクールに来た際には
立ち寄ってかき氷を食べて、体温を下げに来てく
ださい。お待ちしています。

【問い合わせ先】
　にんにんホーススクール　38−7558

今月の

イチオシ！
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書
道
あ
ず
さ
会
は
、
毎
月
3
回
木

曜
日
の
13
時
か
ら
15
時
ま
で
、
20
時

か
ら
22
時
ま
で
の
ど
ち
ら
か
の
時
間

に
松
嶋
教
室
（
美
作
市
）
で
教
わ
っ

て
い
ま
す
。
現
在
の
会
員
数
は
11
名

で
、
松
嶋
豊
舟
先
生
の
指
導
の
も

と
、
毎
日
展
・
他
展
示
会
な
ど
へ
精

力
的
に
出
品
し
て
い
ま
す
。
今
月

は
、
勝
央
美
術
文
学
館
に
て
作
品
展

を
開
催
し
ま
す
の
で
ご
清
覧
く
だ
さ

い
。

【
書
道
あ
ず
さ
会
作
品
発
表
展
示
会
】

▼
会　

期

　

６
月
６
日
㈭
〜
９
日
㈰

▼
時　

間

　

10
時
〜
18
時

（
入
館
は
17
時
30
分
ま
で
）

※
最
終
日
は
16
時
ま
で
。

※
会
員
在
廊
時
間
は
17
時
ま
で
。

▼
会　

場

　

勝
央
美
術
文
学
館

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
・
２

▼
入
場
料

　

無
料

（
書
道
あ
ず
さ
会
）

文
化
祭
・
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

イ
ベ
ン
ト
紹
介

書
道
あ
ず
さ
会

◆詳細・問い合わせ先
　年金加入者ダイヤル（☎0570−003−004）
　津山年金事務所（☎31−2360）
　税務住民部年金担当（☎38−3116）

■町社会福祉協議会へ

◇河　原　豊田　達雄（亡父　澄夫）

◇植月東　竹久　保則（亡母　東洋子）

◇東吉田　谷口　穣治（亡父　祥二）
　　勝央苑にも

◇豊久田　山本　真一（亡祖母　君子）
　　豊久田下老人クラブ豊親会にも

■一般寄付

◇瀬戸内市　匿名

◇西宮市　　匿名

国
民
年
金

だ
よ
り

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）

勝央文化協会だより

「
ス
ポ
ク
ラ
勝
央
」
だ
よ
り

Vol.74

☆
体
力
測
定
！
☆

　

３
月
９
日
に
第
10
回
目
の
体
力
測
定

を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の
参
加
者
は

36
歳
〜
93
歳
と
年
齢
層
が
幅
広
く
、
ほ

と
ん
ど
が
初
め
て
測
定
さ
れ
る
人
で
し

た
。

　

こ
の
体
力
測
定
で
ぜ
ひ
と
も
お
す
す

め
な
の
は
「
バ
ラ
ン
ス
測
定
」
で
す
！

　

普
段
の
立
ち
姿
の
重
心
や
体
の
前
後

左
右
の
揺
れ
幅
を
測
定
し
ま
す
。
測
定

図
を
見
る
だ
け
で
、
そ
の
人
の
体
の
よ

う
す
が
分
か
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
人

が
後
ろ
に
重
心
が
あ
る
状
態
で
立
っ
て

お
ら
れ
る
の
で
、
膝
が
曲
が
っ
た
り
、

猫
背
に
な
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
！
少

し
で
も
普
段
の
姿
勢
か
ら
改
善
し
て
も

ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
！

　

３
月
20
日
に
岡
山
市
の
ジ
ッ
プ
ア

リ
ー
ナ
に
て
、
大
人
の
チ
ア
ダ
ン
ス

チ
ー
ム
が
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
☆
彡

　

教
室
を
開
設
し
て
か
ら
と
て
も
時
間

が
か
か
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
今
年

度
は
少
し

で
も
前
進

で
き
た
ら

い
い
な
ぁ

と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

一
緒
に

楽
し
く
踊

り
ま
し
ょ

う
♪
会
員

募
集
中
で

す
☆

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

勝
央
町
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

☎
38
ー
７
１
２
３

▼
メ
ー
ル

s
h
o
o
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e
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k
o
s
p
o
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c
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過去の作品展のようす

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果　

（
敬
称
略
）

　令和６年４月分から令和７年３

月分までの国民年金保険料は月額

16,980円です。保険料は日本年金

機構から送付される納付書により、

金融機関、郵便局、コンビニエンス

ストアで納めることができます。ま

た、クレジットカードによる納付やインターネット

などを利用しての納付、そして便利でお得な口座振

替もあります。

　未納のまま放置されると、強制徴収の手続きに

よって督促を行い、指定された期限までに納付がな

い場合は、延滞金が課せられるだけでなく、納付義

務のある人※の財産を差し押さえることがあります

ので、早めの納付をお願いします。

　所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、

保険料が免除・猶予される制度がありますので、役

場の国民年金窓口へご相談ください。

※納付義務者は被保険者本人、連帯して納付する義

務を負う配偶者及び世帯主です。

国民年金保険料は
納付期限までに納めましょう。

　

次
回
は

８
月
と
来

年
２
月
に

実
施
す
る

予
定
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ

い
ね
！

【内　容】

　　「ママがいい！」の著者でもある松居和氏をお招きし、～「愛さ

れている」、そう思う子に育ってほしい～と題して、講演会を開催

します。

　　「子育て」という尊い経験をさせていただいていると実感できる

講演をぜひお聞きください。

【日　時】　６月５日㈬　19：00～20：30

【場　所】　勝央文化ホール

【参加費】　無料

※未就学児は舞台鑑賞室にてひざ上鑑賞ができます。

　ご利用を希望される場合はお問い合わせください。

　（定員あり）

【問い合わせ先】　教育委員会　☎38−1753

松
まつ

居
い

　　和
かず

　元・埼玉県教育委員長、音楽家、作家。

　1954年、東京生まれ。慶応大学哲学科からカリフォルニア州立大学（UCLA）民族芸術科に

編入、卒業。尺八奏者として多数のアメリカ映画に参加。2006年から2010年まで埼玉県

教育委員会委員（2009年～2010年まで委員長）。最新刊「ママがいい！」（グッドブックス） 

が、2023年にAmazonジャンル別一位。

「松居　和」家庭教育講演会のお知らせ

◇
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あ
と
が
き

春

お

の
苗
物
販
売
会

勝
間
田
高
校

手
伝
い
楽
し
い
！

古
吉
野
保
育
園

こ

▼
こ
の
春
は
、
雨
が
多
か
っ
た
り
寒
暖

差
が
大
き
い
日
々
が
続
い
た
り
し
た
の

で
、
体
調
の
管
理
が
難
し
く
感
じ
た
人

が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
今
月
は
、
こ
れ
か
ら
の
夏
本
番
に

向
け
て
、
熱
中
症
予
防
に
関
す
る
特
集

を
掲
載
し
ま
し
た
。
特
に
、
気
温
が
高

い
場
所
で
仕
事
を
す
る
人
、
レ
ジ
ャ
ー

や
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
す
人
な
ど
は
、

体
調
に
異
変
を
感
じ
る
前
に
休
憩
す
る

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
気
温

が
高
く
な
る
前
に
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
の

空
調
が
十
分
に
機
能
し
て
い
る
か
な
ど

も
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼
先
日
初
め
て
取
材
に
伺
っ
た
「
勝
央

町
サ
ン
サ
ン
学
園
」
で
は
、
60
歳
以
上

の
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
講
座
を
楽
し

ん
で
お
ら
れ
る
姿
が
と
て
も
印
象
的
で

し
た
。「
硬
筆
・
ペ
ン
習
字
講
座
」で
は
、

皆
さ
ん
お
手
本
の
よ
う
な
字
を
書
く
参

加
者
ば
か
り
で
、
文
字
を
書
く
場
面
が

減
っ
た
私
は
、
手
書
き
の
温
か
み
を
感

じ
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

り
ま
し
た
が
、
多
く
の
地
域
の

方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
限
ら
れ
た
人
員
、
施
設
・
設

備
の
中
で
行
っ
て
お
り
、
栽
培
で

き
る
苗
物
の
数
に
は
限
り
が
あ

り
、
販
売
に
つ
い
て
も
生
徒
が
不

慣
れ
な
中
で
の
対
応
で
し
た
が
、

地
域
の
方
々
に
は
温
か
く
本
校
の

販
売
実
習
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

将
来
地
域
を
担
う
人
材
を
育

て
、
地
域
と
と
も
に
発
展
す
る
学

校
と
し
て
、
今
後
も
学
校
内
外
で

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
地
域

の
方
々
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

今
年
度
、
食
育
活
動
の
取
り
組

み
と
し
て
給
食
調
理
員
と
相
談
の

も
と
に
、
野
菜
の
下
処
理
の
お
手

伝
い
を
年
長
児
が
行
っ
て
い
ま
す
。

ク
ッ
キ
ン
グ
を
行
う
そ
の
日
だ
け

で
な
く
、
普
段
か
ら
給
食
に
使
わ

れ
る
食
材
に
触
れ
て
少
し
で
も
野

菜
嫌
い
の
克
服
に
つ
な
が
れ
ば
と

い
う
思
い
で
の
取
り
組
み
で
す
。

　

現
在
、
園
で
は
給
食
室
前
の
廊

下
に
机
を
並
べ
て
４
・
５
歳
児
が
食

堂
を
作
っ
て
給
食
を
食
べ
て
い
ま

す
。
給
食
室
か
ら
美
味
し
い
給
食

の
匂
い
が
立
ち
込
め
て
く
る
と
「
も

う
、
食
堂
は
オ
ー
プ
ン
し
て
る
か

な
？
」
自
分
た
ち
で
確
認
し
て
「
食

堂
が
オ
ー
プ
ン
し
と
る
か
ら
給
食

キ
ュ
ウ
リ
・
ス
イ
カ
・
カ
ボ
チ
ャ
・

ピ
ー
マ
ン
な
ど
の
野
菜
の
苗
と
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
の
草
花
の
苗

を
販
売
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
天
と
な

食
べ
に
行
っ
て
く
る
！
」
と
コ
ッ

プ
を
持
っ
て
食
堂
へ
。
お
腹
が
空

い
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
進
ん
で
給

食
を
食
べ
に
行
く
。
自
分
で
考
え

て
行
動
を
す
る
と
い
う
主
体
的
な

活
動
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

食
堂
で
は
そ
の
美
味
し
い
給
食
を

作
っ
て
く
れ
た
調
理
員
の
先
生
も

一
緒
に
食
事
を
食
べ
て
、
子
ど
も

た
ち
の
「
残
さ
ず
食
べ
よ
う
！
」

い
う
気
持
ち
に
も
一
役
買
っ
て
い

ま
す
。
「
今
日
は
〇
〇
ち
ゃ
ん
た
ち

が
お
手
伝
い
し
て
く
れ
た
ん
よ
」

「
ま
た
、
み
ん
な
も
お
手
伝
い
し

て
ね
！
」
優
し
い
調
理
員
の
先
生

の
言
葉
に
子
ど
も
た
ち
も
「
ま
た
、

お
手
伝
い
す
る
！
」
そ
う
答
え
て

箸
が
進
む
毎
日
で
す
。

　
　

４
月
24
日
、
勝
間
田
高

校
に
お
い
て
、
春
の
苗
物
販

売
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
校
園
芸
コ
ー
ス
の
生
徒

が
野
菜
や
草
花
の
苗
を
育

て
、
販
売
す
る
ま
で
の
一
連

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
ぶ

た
め
の
貴
重
な
機
会
と
し

て
、
地
域
の
方
々
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
例
年

行
っ
て
い
る
行
事
で
す
。
園

芸
コ
ー
ス
の
生
徒
が
丹
精
込

め
て
育
て
た
ト
マ
ト
・
ナ
ス
・

春の苗物販売のようす

しめじの下処理のようす

褒め言葉で
自己肯定感アップ

　子どもさんの新年度の勉強や生活

は順調に進んでいますか。新しい担

任、クラスの仲間などに馴染み、元

気満々だといいですね。でも、「自

信なさそう、もっと意欲的になって」

という声も多くあります。

　自信・意欲には自己肯定感の高ま

りが重要。今回は、先月の「しっか

り会話を」に加えて、「褒め言葉で

自己肯定感アップ」です。褒め言葉

のシャワーと言う方もいます。

　まずは、愛情や喜びをそのまま言

葉にして伝えること。「笑顔がいい

ね、話を聞けてうれしかった」など。

さらに、良さや強みをあえて言葉に

すること。子どもは、自分の長所に

あまり気づいていないものです。「す

ぐ片付けができたね、漢字帳のこの

字が素敵」など。

　褒め言葉に包まれ自己肯定感も

アップ、やがて自信・意欲へ…。

【注意】他人と比較の言葉はNG。

（教育委員会）

24

人 口

世帯数

と

令和６年５月１日現在

人　口　10,800人
（−５）

　　　　男　5,205人
　　　　女　5,595人

世帯数　4,792世帯
（＋11）

※（　）内は前月比


